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デジタル空間における情報流通の健全性確保の在り方に関する検討会
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全体像（案）①：デジタル空間における情報流通の現状
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全体像（案）②：伝統メディアを通じた情報流通に関わるエコシステム
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電気通信事業者
・サービス

全体像（案）③：
自社サービス上に広告を配信するプラットフォームを通じた情報流通に関わるエコシステム
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電気通信事業者
・サービス

全体像（案）④：
他社サービス上に広告を配信するプラットフォームを通じた情報流通に関わるエコシステム
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全体像（案）⑤：デジタル空間における情報流通の健全性を巡る課題（例）
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以下、資料５－２－２（落合構成員ご発表資料）

スライド１０～１５から引用



AIの開発から利用までのバリューチェーン

・ AI開発者（AI Developer）
AIシステムを開発する事業者（AIを研究開発する事業者を含む）

AIモデル・アルゴリズムの開発、データ収集（購入を含む）、前処理、
AIモデル学習、検証を通してAIモデルおよびAIモデルのシステム基盤
や入出力等を含むAIシステムを構築する役割を担う。

・ AI提供者（AI Provider）
AIシステムをアプリケーションや製品もしくは既存のシステムやビジネス
プロセス等に組み込んだサービスとしてAI利用者（AI Business 
User）、場合によっては業務外利用者に提供する事業者

AIシステム検証、AIシステムの他システムとの連携の実装、AIシステ
ム・サービスの提供、正常稼働のためのAIシステムにおけるAI利用者
（AI Business User）側の運用サポートやAIサービスの運用自
体を担う。AIサービスの提供に伴い、ステークホルダーとのコミュニケー
ションが求められることもある。

・ AI利用者（AI Business User）
事業活動において、AIシステム又はAIサービスを利用する事業者

AI提供者が意図している適正な利用及び環境変化等の情報をAI
提供者と共有し正常稼働を継続する、必要に応じて提供されたAI
システムを運用する役割を担う。また、AIの活用において業務外利
用者に何らかの影響が考えられる場合は、当該者に対するAIによる
意図しない不利益の回避、AIによる便益最大化の実現に努める役
割を担う。

【出典】AI事業者ガイドライン案：第7回AI戦略会議（2023年12月21日）配付資料
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EUにおける偽情報に関する問題の捉え方と取組の全体像
【出典】株式会社三菱総合研究所「諸外国におけるフェイクニュース及び偽情報への対応」
：第8回プラットフォームサービスに関する研究会（2019年5月24日）配付資料
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フェイクニュースとレコメンデーションの関係
【出典】次世代NHKに関する専門小委員会「次世代NHKに関する論点とりまとめ（第2次）」報告書（2023年3月31日）
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メディアの収益構造の変化
【出典】次世代NHKに関する専門小委員会「次世代NHKに関する論点とりまとめ（第2次）」報告書（2023年3月31日）
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従来の情報空間の構造
【出典】次世代NHKに関する専門小委員会「次世代NHKに関する論点とりまとめ（第2次）」報告書（2023年3月31日）
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現在の情報空間の構造
【出典】次世代NHKに関する専門小委員会「次世代NHKに関する論点とりまとめ（第2次）」報告書（2023年3月31日）
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